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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

C O N T E N T S
子育て・教育

くらし
その他
・日髙町長就任から１年間の実績を踏まえた
　機構改革の考えについて	 山下　享司	 P14
・日髙町長就任後１年間の成果と課題について
	 	 間瀬　宗則	 P18
・本町のさらなる活性化と活力ある社会の
　実現に向けた現状は	 久松　純志	 P19

まちづくり
・石浜駅のバリアフリー化について
	 	 長坂　知泰	 P15
・今後の緒川新田まちづくりと生活道路の
　改善について	 間瀬　宗則	 P18

安全・安心
・過去の災害を教訓に	 森　　靖広	 P16
・南海トラフ地震臨時情報と飲料水・生活用水の
　確保について	 大川　　晃	 P16
・トイレトレーラーについて	 秋葉富士子	 P17
・個別避難計画作成の推進と発災時の
　実践に向けた課題は	 杉下久仁子	 P17
・迅速な避難所開設と人権が尊重される
　避難所運営に向けた備えを	 杉下久仁子	 P17
・激甚化する豪雨災害への対策を
	 	 赤川　操恵	 P18

健康・福祉
・今後のあいち健康プラザについて
	 	 山下　享司	 P14
・高齢者の介護・医療の充実を目指して
	 	 山田　眞悟	 P14
・子宮頸がんワクチンの接種を逃した方の
　キャッチアップ接種について	大川　　晃	 P16
・認知症の人に寄り添った地域社会の構築を
	 	 赤川　操恵	 P18

　各議員の記事に掲載の
二次元コードを読み込むと、
その議員の一般質問の様
子を動画でご覧いただけま
す。ぜひ、ご視聴ください!

町政を問う！
９月６日・９日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄について、
議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わる
内容はありますか？

16人中11人が登壇

YouTube にて議会映像 配信中！

・都市計画道路衣浦西武線（国道366号バイパス）
　の高架下の落書きの対応について
	 	 前田　明弘	 P15

・緒川小学校のホールや教室の冷房の
　強化を求めます。	 山田　眞悟	 P14
・東浦マラソン及びスポーツ振興の現状と
　課題について	 前田　明弘	 P15
・本町の「不登校支援策」を問う	長坂　知泰	 P15
・東浦町内で頑張っているスポーツ選手、
　団体を応援しよう	 森　　靖広	 P16
・子育て施策に合わせた組織改編を
	 	 大川　　晃	 P16
・児童クラブについて	 秋葉富士子	 P17
・「県民の日学校ホリデー」について
	 	 秋葉富士子	 P17
・町立保育園を取りまく状況への今後の対応は
	 	 杉下久仁子	 P17
・子育て支援から児童の権利擁護を
	 	 久松　純志	 P19
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山山
やましたやました
下下　　享享

きょうじきょうじ
司司

議員議員

山山
やま だや ま だ
田田　　眞眞

しんごし ん ご
悟悟

議員議員

①アーバンスポーツ…BMX、スケートボード等、広い競技場等が不要で都市の中でできるスポーツ　②包括的支援事業…総合的な地域ケアマネジメント
のため、介護予防ケアマネジメント、総合相談・支援、権利擁護事業、ケアマネジメント支援等を包括的に行う事業

語句
説明

減
築
工
事
の
方
向
性
に
変
更
は
な
い

A あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

減
築
に
変
更
は

Qコ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
施
設
の
活
用
を

経
て
、
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
の
減
築
や

利
活
用
の
方
向
性
に
変
更
は
な
い
か
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
所
や
療
養
施
設
と
し
て

利
用
、
現
在
減
築
は
中
断
さ
れ
て
い
る
が

計
画
の
方
向
性
に
変
更
は
な
い
。

ウ
ェ
ル
ネ
ス
バ
レ
ー
基
本
計
画
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
健

康
プ
ラ
ザ
は
重
要
な
施
設
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

健
康
長
寿
に
係
る
関
係
機
関
と
連
携

し
て
産
業
の
育
成
と
創
出
、
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
施
設
の
活
用
を
愛

知
県
に
要
望
し
て
い
く
。

QAQA

健
康
科
学
館
、
ア
ト
リ
ウ
ム
を
廃
止
、

取
り
壊
す
の
で
は
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
で
注
目
さ
れ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

等
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
①
施
設
と
し

て
再
利
用
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
再

利
用
が
実
現
す
れ
ば
、
県
内
外
か
ら
の
集

客
が
期
待
で
き
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す

可
能
性
の
あ
る
良
い
ア
イ
デ
ア
な
の
で
、

県
と
も
共
有
す
る
。　

日
髙
町
長
就
任
か
ら
１
年
間
の
実
績

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
そ
の
実
績

と
機
構
改
革
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
8
つ
の
柱
に
沿
っ

て
議
会
や
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の
支
援
と
協

力
で
、
ど
こ
よ
り
も
元
気
な
町
、
誰
も
が

住
み
や
す
い
町
に
す
る
た
め
行
政
運
営
に

努
め
て
き
た
。
今
回
の
機
構
改
革
の
主
眼

は
3
点
、
①
企
画
政
策
部
に
財
政
課
の
統

合
、
②
健
康
福
祉
部
と
教
育
部
が
所
管
す

る
事
務
の
見
直
し
、
③
建
設
部
と
都
市
整

備
部
が
所
管
す
る
事
務
を
見
直
す
。

QAQA

▲あいち健康プラザ西玄関

将
来
は
新
施
策
や
事
業
展
開
が
必
要

A 高
齢
者
介
護
・

医
療
の
充
実
を

Q高
齢
者
人
口
の
推
移
は
。
ま
た
、
近

い
将
来
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
え
る

社
会
が
訪
れ
る
こ
と
も
不
思
議
で
は
な

い
。
東
浦
町
地
域
福
祉
計
画
に
立
っ
て

５
年
後
、
10
年
後
の
見
通
し
は
。

高
齢
者
人
口
は
、
令
和
５
年
の

１
万
２
９
０
０
人
余
か
ら
、
27
年
に
は

１
万
５
８
０
０
人
余
の
見
込
み
。
３
年
ご

と
に
見
直
す
計
画
策
定
時
の
状
況
等
を
踏

ま
え
、
新
た
な
施
策
や
事
業
展
開
が
必
要
。

包
括
的
支
援
事
業
②
に
お
い
て
、専
門

職
員
へ
の
相
談
件
数
、内
容
の
特
徴
点

は
。ま
た
、民
生
委
員
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
相
談
状
況

は
。５

年
度
の
専
門
職
員
へ
の
相
談
件
数

QAQA

は
、
本
人
・
家
族
か
ら
６
７
６
１
件
、
関

係
機
関
か
ら
５
２
５
５
件
の
合
計

１
万
２
０
１
６
件
。
内
容
は
、
介
護
保
険

制
度
、
生
活
支
援
の
関
連
が
全
体
の
半
分
。

　
高
齢
者
か
ら
民
生
委
員
へ
は
１
１
３
５

件
の
相
談
・
支
援
件
数
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
は
、
57

件
の
相
談
が
あ
り
、
内
容
は
生
活
困
窮
、

住
ま
い
、
虐
待
等
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補

助
制
度
の
要
望
が
多
い
。
県
内
の
状

況
は
。

県
内
で
補
助
制
度
を
行
っ
て
い
る
市

町
は
、
知
多
管
内
の
東
海
市
、
大
府
市
、

知
多
市
、
武
豊
町
等
15
市
町
。
江
南
市
が

６
年
10
月
か
ら
実
施
予
定
。

緒
川
小
学
校
の
冷
房
強
化
を

大
型
空
調
機
で
ホ
ー
ル
や
教
室
全
体

に
冷
風
が
行
き
渡
る
よ
う
改
善
を
。

大
型
空
調
機
は
工
事
や
コ
ス
ト
の
課

題
で
設
置
は
難
し
い
。
空
調
設
備
設
置
済

み
の
教
室
等
に
加
え
、
体
育
館
へ
の
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。

QAQA
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前前
まえだま え だ
田田　　明明

あきひろあきひろ
弘弘

議員議員

長長
ながさかながさか
坂坂　　知知

ともやすともやす
泰泰

議員議員

①移動等円滑化の促進に関する基本方針…高齢者、障がい者等の移動等の円滑化のため、一日平均の利用者が３千人以上の鉄道駅は、原則バリアフリー化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　することとしている。

語句
説明

見
直
し
の
時
期
に
き
て
い
る

A 今
後
の東浦

マ
ラ
ソ
ン
は

Q東
浦
マ
ラ
ソ
ン
の
課
題
と
参
加
者
減

少
の
原
因
は
。

前
回
大
会
参
加
者
数
は
ピ
ー
ク
時
の

３
割
程
度
で
、
町
内
在
住
の
参
加
申
込
者

は
、
45
・
３
％
と
過
半
数
を
切
っ
た
。
協

賛
金
に
つ
い
て
も
協
賛
企
業
数
と
１
社
あ

た
り
の
協
賛
金
額
が
減
っ
て
い
る
。

　
課
題
は
、
住
民
の
参
加
が
伸
び
ず
、
住

民
の
健
康
・
体
力
増
進
や
運
動
の
機
会
の

場
と
し
て
寄
与
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
運
営
面
で
は
参
加
者
や
協
賛

金
減
少
で
歳
入
は
減
少
傾
向
だ
が
、
人
件

費
や
物
価
上
昇
で
会
場
設
営
等
の
委
託
費

が
上
昇
し
、
歳
出
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
参
加
者
の
減
少
は
全
国
的
な
傾
向
。
原

因
は
、
少
子
化
に
加
え
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

QA

を
開
催
す
る
自
治
体
が
増
え
、
同
日
開
催

が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
参
加
者
が
分
散
し

て
い
る
た
め
。

今
後
の
大
会
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

こ
れ
ま
で
50
年
間
実
施
し
て
き
た
東

浦
マ
ラ
ソ
ン
は
、
地
元
に
定
着
し
長
き
に

わ
た
り
住
民
の
健
康
・
体
力
増
進
の
機
会

を
確
保
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
た
め
、
一

定
の
効
果
は
あ
っ
た
。
課
題
解
決
が
難
し

い
こ
と
も
あ
り
、
本
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
東
浦
マ
ラ
ソ
ン
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
見
直
し
の
時
期
に
き
て
い
る
。

愛
知
駅
伝
で
上
位
入
賞
を
目
指
す

運
営
側
の
対
策
を
。

地
域
の
陸
上
競
技
経
験
者
が
コ
ー
チ

に
加
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
専
門
的
な
指
導

や
、
選
手
の
発
掘
が
期
待
で
き
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

都
市
計
画
道
路
衣
浦
西
部
線（
国
道

３
６
６
号
バ
イ
パ
ス
）の
高
架
下
の
落
書

き
の
対
応
に
つ
い
て

QAQA

▲50年の歴史がある東浦マラソン
（提供：うのはな館（東浦町郷土資料館））

乗
降
客
数
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る

A 石
浜
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

Q石
浜
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

上
下
線
と
も
1
番
線
の
み
の
使
用
に

戻
す
こ
と
に
よ
り
、
跨
線
橋
を
渡
ら
ず

移
動
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
要
望
す

る
が
、
見
解
は
。

現
在
、
武
豊
線
平
日
ダ
イ
ヤ
は
全
体

で
上
り
39
本
、
下
り
43
本
が
運
行
し
て
い

る
が
、
上
り
下
り
列
車
の
行
き
違
い
本
数

は
石
浜
駅
27
本
、
緒
川
駅
12
本
、
東
浦
駅

4
本
で
あ
る
。

　
石
浜
駅
は
重
要
な
交
換
駅
で
あ
り
行
き

違
い
が
で
き
な
い
駅
と
し
た
場
合
、
列
車

本
数
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た

要
望
で
な
く
、
引
き
続
き
混
雑
時
の
増
便

や
直
通
列
車
増
発
等
の
利
便
性
向
上
を
東

海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
要
望
し
て
い
く
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
視
点
で
総
合
的

に
石
浜
駅
構
内
の
設
備
の
見
直
し
を
。

石
浜
駅
は「
移
動
等
円
滑
化
の
促
進
に

関
す
る
基
本
方
針
」①
の
基
準
で
あ
る
利

用
者
数
3
千
人
に
満
た
な
い
た
め
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
至
っ
て
い
な
い
。
国
に
乗
降

客
数
基
準
の
見
直
し
を
求
め
て
い
く
。

QAQA

本
町
の「
不
登
校
支
援
策
」を
問
う

町
内
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒

数
は
、令
和
5
年
度
末
で
合
計
２
１
６

人
と
な
っ
て
い
る
。必
ず
し
も
義
務
教

育
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
現
在
の
状
況

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

長
年
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
な
が

ら
も
減
少
し
な
い
現
状
を
憂
慮
し
て
い
る
。

学
校
や「
ふ
れ
あ
い
教
室
」に
登
校
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
の
視
点
で
支
援
を
継
続
す
る
等
、日
々

懸
命
に
対
応
し
て
い
る
。引
き
続
き
保
護

者
と
と
も
に
対
応
を
継
続
し
て
い
く
。

QA

町内小中学校不登校児童生徒数
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大大
おおかわおおかわ
川川　　　　晃晃

あきらあきら

議員議員

①インスタントハウス…被災地や避難所等に即席で建てられる家　②県民の日学校ホリデー…家庭と地域での体験的な学習活動等のための学校休業日
③南海トラフ地震臨時情報…「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」等キーワードを付して気象庁が発表。キーワードは調査中・巨大地震警戒・巨大地震注意・調査終了の４種

語句
説明

導
入
事
例
等
を
調
査
研
究
し
て
い
く

A イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
①

の
導
入
を

Q災
害
時
、
避
難
所
の
良
好
な
生
活
環

境
確
保
に
向
け
て
屋
内
・
屋
外
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
を
活
用
す
る
考
え
は
。

名
古
屋
工
業
大
学
の
北
川
啓
介
教
授

が
開
発
し
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
情

報
は
以
前
か
ら
収
集
し
、
導
入
の
必
要
・

効
果
等
を
考
察
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

導
入
予
定
は
な
い
が
、
他
自
治
体
の
導
入

事
例
等
を
踏
ま
え
今
後
も
調
査
研
究
す
る
。

屋
内
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
作
り
を

避
難
訓
練
等
で
住
民
が
体
験
し
て
は
。

避
難
訓
練
等
で
実
際
の
避
難
所
で
使

QAQA

用
す
る
資
機
材
に
触
れ
る
こ
と
は
円
滑
な

避
難
所
運
営
に
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

自
主
防
災
会
が
行
う
避
難
訓
練
等
を
通
じ

て
体
験
で
き
る
よ
う
、
各
自
主
防
災
会
へ

提
案
す
る
等
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
団
体
を
応
援
し
よ
う

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
利
用
す

る
体
育
施
設
が
他
市
町
の
団
体
と
同
じ

予
約
方
法
で
あ
る
た
め
、
予
約
が
取
れ

ず
練
習
や
試
合
が
で
き
な
い
と
い
う
課

題
も
あ
る
が
本
町
の
認
識
は
。

他
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
大
会
や
町
の

行
事
で
、
社
会
体
育
施
設
が
利
用
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
活
動
で
き
る
よ
う

運
用
を
見
直
し
て
い
く
。

県
民
の
日
学
校
ホ
リ
デ
ー
②（
令
和
６

年
度
は
11
月
25
日
）を
利
用
し
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
。

刈
谷
市
の
豊
田
自
動
織
機
逢
妻
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
見
学
や
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム

「
シ
ャ
ト
ル
ズ
愛
知
」の
選
手
と
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
予
定
し
て
い
る
。

QAQA

▲能登半島地震の避難所に使用
　（出典：北川教授より画像提供）

子
ど
も
の
未
来
描
け
る
部
署
を
創
る

A 子
育
て
施
策
に

合
っ
た
組
織
改
編
を

Q子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

本
町
は
、
健
康
課
に「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
機
能
が
あ
り
、
児

童
課
に「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」を

設
置
し
て
い
る
。

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
機
能
を
集

約
す
る
こ
と
で
、
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、

子
ど
も
の
包
括
的
な
相
談
支
援
等
が
で
き

る
と
考
え
、
両
機
能
を
持
つ「
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
」の
令
和
７
年
４
月
設
置
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
③

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
住
民

へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

複
数
の
媒
体
で
発
表
内
容
を
周
知
。

臨
時
情
報
に
関
す
る
国
の
動
向
等
を
注
視

し
、
住
民
が
混
乱
し
な
い
よ
う
適
切
に
対

応
す
る
。
臨
時
情
報
発
表
時
は
、
平
時
か

ら
の
地
震
の
備
え
を
再
確
認
し
、
落
ち
着

い
て
生
活
し
て
も
ら
う
よ
う
周
知
し
た
い
。

災
害
時
の
飲
料
水
・
生
活
用
水
の
確
保

飲
料
水
と
生
活
用
水
と
使
い
分
け
る

考
え
方
に
対
す
る
本
町
の
見
解
は
。

QAQAQ

災
害
時
の
応
急
給
水
や
避
難
所
等
で

提
供
す
る
水
は
す
べ
て
飲
料
水
で
、
生
活

用
水
の
備
蓄
や
応
急
給
水
の
考
え
は
な
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン 

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

本
町
に
お
け
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頸
が

ん
）ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

６
年
７
月
末
現
在
、
通
常
の
定
期
接

種
対
象
者
の
中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生

の
女
子
９
７
１
人
中
98
人
。
平
成
９
年
４

月
２
日
～
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種（
通
常
の
接
種
を

逃
し
た
方
の
接
種
）対
象
者
２
７
２
８
人

中
６
４
１
人
。

AQA

▲東浦町の応急給水車のイメージ

森森
もりもり
　　　　靖靖

やすひろやすひろ
広広

議員議員

詳しくは
北川教授の

ホームページへ
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

杉杉
すぎしたすぎした
下下久久

く に こく に こ
仁子仁子

議員議員

秋秋
あき ばあ き ば
葉葉富富

ふ じ こふ じ こ
士子士子

議員議員

①児童クラブ…留守家庭の児童を各児童館等で預かる事業　②トイレトレーラー…災害時を想定した移動設置型のトイレ
③ファーストミッションボックス…誰でも避難所を開設・運営できるように、初めに（ファースト）やるべき任務（ミッション）の手順書と必要最低限の資材を入れた箱（ボックス）

語句
説明

委
託
す
る
範
囲
を
含
め
検
討

A 児
童
ク
ラ
ブ
①
の

民
間
委
託
は

Q職
員
の
確
保
、
運
営
等
の
観
点
か
ら
、

児
童
ク
ラ
ブ
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
安
定
的
か
つ
持

続
可
能
な
運
営
体
制
が
整
備
で
き
る
こ
と

や
、
公
立
に
は
な
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
の
委
託
す
る

範
囲
を
含
め
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

夏
休
み
期
間
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
昼

食
を
保
護
者
が
お
弁
当
を
発
注
し
、
届

け
て
も
ら
う
仕
組
み
を
試
行
し
て
い
る

が
、
進
捗
状
況
は
。

夏
休
み
37
日
間
の
受
け
入
れ
日
数
に

対
し
て
、
一
日
平
均
で
45
人
強
の
利
用
が

QAQA

あ
っ
た
。
今
後
は
保
護
者
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
職
員
、
配
食
業
者
か
ら
声
を
聞
き
、
本

格
実
施
に
向
け
、
取
り
組
み
の
改
善
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

県
民
の
日
学
校
ホ
リ
デ
ー

令
和
６
年
度
の
本
町
の「
県
民
の
日
学

校
ホ
リ
デ
ー
」の
取
り
組
み
の
概
要
は
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
活
動
と

し
て
、
４
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

る
。
①
株
式
会
社
等
の
協
力
で
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
工
場
見
学
を
開
催
す
る
。
②

逢
妻
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
見
学
と
ラ
グ
ビ
ー
選

手
と
の
交
流
を
行
う
。
③
町
文
化
セ
ン

タ
ー
等
で「
ま
な
び
っ
こ
ひ
が
し
う
ら

２
０
２
４
」と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。
④
各
地
区
児
童
館
で
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
を
用
意
す
る
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
②

本
町
に
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入

を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

災
害
時
の
避
難
所
等
の
ト
イ
レ
環
境

を
向
上
さ
せ
る
一
つ
の
手
段
だ
が
、
現
時

点
に
お
い
て
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

QAQA

▲石浜西児童クラブ（石浜西児童館）

い
く
つ
か
民
営
化
は
有
効
な
選
択
肢

A 町
立
保
育
園
の

民
営
化
あ
り
き
か

Q町
立
保
育
園
で
保
育
士
不
足
が
お
き
、

現
在
の
保
育
体
制
の
維
持
が
困
難
と
の

こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
対
応
の
１
つ
に
、

町
立
保
育
園
の
民
営
化
等
の
移
行
を
進

め
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作
成
を
加
速
す
る
、

と
あ
る
が
そ
の
概
要
と
民
営
化
あ
り
き

で
は
な
い
か
伺
う
。

こ
れ
ま
で
の
背
景
や
現
状
と
課
題
、

民
間
事
業
所
を
活
用
す
る
効
果
の
他
、
給

食
費
の
徴
収
、
早
朝
延
長
保
育
料
や
０
歳

～
２
歳
児
の
保
育
料
で
官
民
格
差
が
生
じ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
整
理
し
、
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
営
化
だ
け
で
は
な
く
、
民
間

の
新
設
や
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
設
置

の
促
し
等
も
含
め
て
考
え
て
い
る
が
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
保
育
士
を
確
保
で
き
な

い
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
町
立
保
育
園
の

い
く
つ
か
を
民
営
化
す
る
こ
と
は
有
効
な

選
択
肢
と
考
え
て
い
る
。

個
別
避
難
計
画
、
実
行
性
高
い
も
の
へ

計
画
作
成
が
進
む
中
で
の
課
題
は
。

地
域
支
援
者
が
お
ら
ず
、
自
助
で
の

避
難
が
で
き
な
い
方
も
一
定
数
い
る
た
め
、

QAQA

地
域
支
援
者
確
保
が
課
題
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
自
主
防
災
会
等
の
地
域

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

迅
速
な
避
難
所
開
設
へ

フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
③

を
指
定
避
難
所
に
導
入
し
て
い
る
か
。

令
和
３
年
度
に
、
町
と
藤
江
地
区
自

主
防
災
会
で
連
携
し
、
藤
江
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
初
め
て
配
備
。
ま
た
、

緒
川
地
区
や
生
路
地
区
の
自
主
防
災
会
で

現
在
、
配
備
に
向
け
調
整
を
進
め
て
い
る
。 

引
き
続
き
、
各
自
主
防
災
会
と
連
携
・
調

整
を
図
り
、
各
指
定
避
難
所
へ
の
配
備
に

向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

▲藤江コミュニティセンターで備えている
ファーストミッションボックス
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

赤赤
あかがわあかがわ
川川　　操操

みさえみ さ え
恵恵

議員議員

間間
ま せま せ
瀬瀬　　宗宗

むねのりむねのり
則則

議員議員

①ユマニチュード…知覚・聴覚・言語コミュニケーションを用いた、人間らしさと優しさに基づく認知症ケア
②ピアサポート…同じような立場の人によるサポート

語句
説明

年
次
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る

A 町
長
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
進
捗
状
況
は

Q就
任
後
１
年
間
の
成
果
と
な
る
町
長

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
８
つ
の
柱
、
27
の
政

策
、
２
０
２
の
取
組
内
容
の
進
捗
状
況

は
。50

歳
以
上
の
方
へ
の
帯
状
疱ほ
う
し
ん疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
年
齢
拡
大
、町
運
行
バ
ス「
う
・

ら
・
ら
」の
ダ
イ
ヤ
改
正
等
取
組
内
容
は

年
次
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

町
長
が
掲
げ
る
８
つ
の
柱
の
推
進
で

ど
ん
な
東
浦
町
の
未
来
を
め
ざ
す
の
か
。

私
が
思
い
描
く
姿
は「
誰
も
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
ま
ち
」「
す
べ
て
の
人
が
健
康

に
楽
し
く
過
ご
せ
る
ま
ち
」「
子
ど
も
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」の
３
つ
。

　
令
和
６
年
９
月
21
日
の「
切
れ
目
の
な

い
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の

ま
ち
」宣
言
を
は
じ
め
、住
民
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
伝
え
て
い
く
。

緒
川
新
田
ま
ち
づ
く
り
と 

生
活
道
路
改
善

道
路
用
地
交
渉
の
進
捗
状
況
は
。

名
古
屋
半
田
線
は
、
本
町
と
阿
久
比

QAQAQA

町
を
合
わ
せ
た
取
得
済
み
用
地
は
約
７
割
。

　
知
多
刈
谷
線
は
、
本
町
と
知
多
市
側
を

合
わ
せ
た
取
得
済
み
用
地
は
約
８
割
。

完
了
予
定
時
期
は
。

名
古
屋
半
田
線
は
令
和
11
年
度
末
、

知
多
刈
谷
線
は
12
年
度
末
だ
が
用
地
取
得

状
況
、
予
算
状
況
等
で
前
後
す
る
。

名
古
屋
半
田
線
は
４
車
線
で
中
央
分

離
帯
が
設
置
さ
れ
、
地
域
が
東
西
に
分

断
さ
れ
る
。
幹
線
道
路
へ
ス
ム
ー
ズ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
町
道
の
拡
幅
、

新
設
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

提
案
さ
れ
た
道
路
拡
幅
、
新
設
に
つ

い
て
は
愛
知
県
と
連
携
し
、
幹
線
道
路
を

補
完
す
る
よ
う
な
対
応
策
を
検
討
す
る
。

QAQA

社
会
福
祉
協
議
会
と
調
整
し
て
い
く

A ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
①
の

普
及
・
啓
発
を

Q認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た 

地
域
社
会
の
構
築
を

「
新
し
い
認
知
症
観
」に
対
す
る
啓
発

等
、
認
知
症
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
認

知
症
の
人
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
の
推
進
を
し
て
は
。

認
知
症
基
本
法
の
制
定
に
伴
い
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
で
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

認
知
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
②
環
境
の
整

備
を
。

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
ら

QAQA

れ
る
よ
う
、
同
じ
よ
う
な
立
場
の
人
に
よ

る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
効
果
的
と
考
え
る
。

状
況
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
や
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
等
の
活
動
を
紹
介

し
、
居
場
所
の
提
供
を
行
う
。

激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
策
を

豪
雨
災
害
等
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る

場
合
の
情
報
収
集
の
方
法
は
。

気
象
庁
お
よ
び
民
間
気
象
情
報
会
社
、

国
・
県
か
ら
、
日
々
情
報
収
集
し
て
い
る
。

緊
急
の
災
害
情
報
が
あ
る
場
合
は
、
名
古

屋
地
方
気
象
台
長
か
ら
町
長
へ
直
接
連
絡

が
届
く
体
制
も
構
築
し
て
い
る
。

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
起
用
の

考
え
は
。

避
難
情
報
等
の
発
令
の
判
断
は
滞
り

な
く
で
き
て
い
る
。
現
時
点
で
気
象
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
採
用
の
考
え
は
な
い
。

過
去
の
災
害
を
後
世
に
伝
え
残
す
た

め
記
録
集
の
制
作
が
さ
れ
て
い
る
か
。

「
東
浦
災
害
史
」、「
東
浦
町
史
」に
災

害
の
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。

QAQAQA

▲名古屋半田線と知多刈谷線が
交差する緒川植山交差点

▲自分らしく暮らせる地域社会に
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一
般
会
計
決
算

９
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

久久
ひさまつひさまつ
松松　　純純

ただした だ し
志志

議員議員

①民生委員…地域住民の身近な相談相手で、支援が必要な住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役語句
説明

町
の
魅
力
を
町
内
外
に
情
報
発
信

A 本
町
の

さ
ら
な
る
活
性
化
を

Q本
町
の
認
知
度
を
高
め
、
町
を
知
り
、

訪
れ
て
も
ら
う
手
段
は
。

情
報
発
信
と
し
て
、
町
長
定
例
記
者

説
明
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
公
式

LIN
E

、
町
公
式
Ⅹ
、
町
公
式YouTube

等
に
加
え
、
町
観
光
協
会
が
各
地
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
展
。
そ
の
際
、「
東
浦
町
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」等
配
布
し
、
来
町
を
促

進
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
特
産
品
、
於

大
の
方
等
を
記
載
し
た
名
刺
で
認
知
度
向

上
に
取
り
組
む
。

移
住
や
転
入
の
促
進
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
体
制
の
現
状
は
。

結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
出
産
後
、

子
育
て
、
学
び
ま
で
切
れ
目
の
な
い
一
貫

し
た
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

QAQA

多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
す
本
町
の

外
国
人
の
定
住
促
進
は
。

外
国
人
は
地
域
を
支
え
る
貴
重
な
人

材
と
認
識
。
各
地
区
や
町
内
企
業
、
商
工

会
等
と
連
携
し
て
現
状
を
把
握
し
、
引
き

続
き
外
国
人
と
日
本
人
が
と
も
に
住
み
や

す
い
環
境
を
整
え
、
日
本
人
を
含
め
た
定

住
の
促
進
に
努
め
る
。

子
育
て
支
援
か
ら
児
童
の
権
利
擁
護
を

児
童
福
祉
法
一
部
改
正
の
児
童
虐
待

に
関
連
す
る
本
町
の
見
解
は
。

要
支
援
児
童
世
帯
等
を
支
援
し
て
い

く
上
で「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
設
置

し
地
域
資
源
や
支
援
施
策
に
つ
な
げ
て
い

く
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

児
童
虐
待
防
止
の
具
体
策
は
。

「
孤
立
を
防
ぐ
・
地
域
で
救
う
」が
必

要
。
民
生
委
員
①
を
は
じ
め
地
域
で
活
動

す
る
方
に
向
け
て
児
童
虐
待
の
啓
発
等
を

行
い
、
知
識
を
持
っ
た
方
を
増
や
し
、
早

期
発
見
・
早
期
把
握
に
努
め
て
い
る
。

QAQAQA

▲裏に町の情報が掲載された
名刺を使って PR

　議長と副議長が歓迎あいさつを行い、議会広報特別委員、
ふくし課・児童課・健康課職員が丁寧に説明を行いました。

ようこそ東浦町へ！
３つの議会が視察来庁

　住民生活や産業を支える道路・河川の
改良等を要望し、暮らしやすいまちづく
りを目指します。

8/5
㊊

第
37
回
愛
知
県
町
村
議
会

広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

　広報紙の役割や編集について学び、
講師による紙面の評価を受けました。
改善を積み重ね、よりよい議会だよ
りを作成してまいります。

9/4
㊌

県に道路・河川の整備事業
の推進を要望しました 議会

トピックス
G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き

愛知県常滑市
視察内容
議会だより編集

７/４
㊍

三重県熊野市
視察内容 介護予防、
在宅医療介護連携、
認知症対策等

7/30
㊋

京都府相楽郡
精華町
視察内容
子育て支援施策

８/7
㊌
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